
令和３年度 

令和４年４月公表 

学校法人 北邦学園 

                        認定こども園 

札幌自由の森幼稚園・保育園 

 

関 係 者 評 価 の 結 果 に つ い て 

 

 

令和３年度に実施した認定こども園札幌自由の森幼稚園・保育園の自己評価の結果の概要は、次のとおりです。 

 

 

 

１ 本園の教育目標                              

・ 思いやりのある子 

・ たくましい子 

・ 考える子 

 

 

 

２ 本年度、重点的に取り組む目標・計画 

① 日々の保育環境やカリキュラムの見直しと工夫 

～主体性と安全管理のバランスを考えて～ 

② 保護者理解と連携の強化 

③ 安全管理・危機管理の視点での環境整備の継続 

④ 職員間同士の協力、連携の強化 

 

 

『評価』の区分 

 

Ａ：成果を上げている。 

Ｂ：ある程度成果を上げている。 

Ｃ：もう少し努力が必要である。 

Ｄ：改善が必要である。 



３ 評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 取り組み状況 
関係者評価 

評価 評価委員の意見等 

日々の保育環境やカリキ

ュラムの見直しと工夫 

～主体性と安全管理のバ

ランスを考えて～ 

「玩具の見直しや遊びの環境

作りの工夫」 

 

 

 

「戸外遊びの充実」 

 

 

 

 

 

「主体的な遊び場の確保」 

 

 

 

 

「安全管理を意識した園舎内

外の環境整備」 

 

「乳幼児の相互理解」 

 

 

 

 

 

・0～5歳児に適した玩具について、2年前に学園として作成した資料に基づき、計画的に

購入していくことができた。同時に、特に 0～2 歳児クラスでこれまで見られていた、本

園の環境や年齢に適した玩具と意図が見えにくい玩具が混在している保育室等の状況が

改善されてきた。ただし、様々な玩具を子どもの育ちに合わせ時期を見て用意するという

環境作りの点では、年齢ごとに差があったため、さらに工夫が必要である。 

・これまで実施はしてきたものの定着が難しかった「森 DAY」を、今年度「フリーデー」

として年間予定に組み込み、週に1回のペースで実施することができた。これをきっかけ

に戸外遊びの時間を子どもたちのために十分に確保するという意識が職員間でも高まっ

た。森の中での子どもたちの姿から、職員が「自然から学ぶ」の具現化を学んでいくきっ

かけにもなったため、そこに焦点をあてて本園の教育保育について話し合うことも、今後

していきたい。 

・昨年度の園内研究により、遊戯室の環境設定をコーナーとして工夫することで子ども自

身が場を決定し遊びの世界に入り込むことができたという結果が得られたが、それを続け

ることで子どもたちの自由な発想に制限がかかることがあったため、安全への意識をもち

ながらも主体性を発揮できる環境が失われないような環境作りについて、職員間で考えな

がら実行することが出来た。 

・森の中の野外ステージや大型ブランコ、砂工房近くの橋など、補修や新たな設置が必要

なものは計画的に行うことができた。また、暴風で倒木の危険があるものは、あらかじめ

伐採することができた。次年度以降も、定期的に行う必要がある。 

・一昨年まで少しずつ進めてきた乳幼児の交流（子ども、職員両方）だが、今年度はコロ

ナ禍での感染拡大防止対策のために、様々な行事が年齢別での実施となり、積極的に交流

A 
（A-5） 

・コロナウイルスによる制約がある中

で、工夫されながら戸外遊びを充実さ

せ、子どもたちが主体性を発揮できる環

境を整えたことは、大きな成果があった

と評価できる。 

・2～3 歳児にその年齢にあった知育玩

具や指先遊び、手作り玩具など工夫して

保育していると思いました。 

 

・自然環境からの保育は実に素晴らしい

と毎年ながら思います。その中で数年前

の事故を教訓にして、常に事故防止策を

考え取り組んでいる様子がうかがえま

す。自然を生かした保育はこれからも発

展していってほしい。 

・時間の区切りなく遊ぶ時間が十分確保

された事で、子どもたちにも余裕ができ

たと思う。今まで名前が出てこなかった

お友達とも遊んでいるようだった。 

 

・興味のあるコーナーを見つけ、「〇〇

もやってみたい」と次の楽しみも持てた

ようで良かった。 

 

 



 

 

 

 

 

「絵本を通した取り組み」 

 

 

 

 

をすることは難しく、子ども同士の交流としては、距離をとって互いの保育を見学し存在

を感じ合うということに留まった。職員間でも、乳幼児の枠にとらわれない研修への参加

はできたものの、互いの理解をどう進めていくかまだまだ工夫が必要である。コロナ禍で

子ども同士の交流が難しいことが続くことを覚悟し、まずは職員間でできることを実施し

ていきたい。 

・開始から4年目となる「絵本を通した育児支援の取り組み」（0・1歳児）では、一人ひ

とりと絵本を読む時間がより温かいものになるような援助はもちろん、友達と一緒に絵本

を楽しむという姿も多く見られるようになった。また、新たに「えほんのおうち」（図書

コーナー）を増設し、子どもたちが落ち着いて様々な絵本に触れられるような環境を整え

た。「えほんのおうち」をより良く活用するには、これから工夫が必要だが、今年度は、

子どもたちの絵本への興味関心や集中力、想像力、そして保育教諭の選書力や、絵本をた

だの手段ではなく大切に捉えていく力が育ってきていることを感じる一年だった。 

・大切な木でも、伐採の必要性を一緒に

学べた。 

 

 

 

 

 

 

 

・貸し出しが難しい時かもしれないが、

園から借りた絵本を大切に扱う様子が

見られたので続けてほしい。 

保護者理解と連携の強化 

「園の教育保育に関わる積極

的な情報発信」 

 

 

「ICTの活用」 

 

 

 

 

 

「迅速な情報提供」 

 

 

 

 

 

・月に1回発行していたクラスだよりを廃止し、代わりに週1回在園児限定ブログを配信

してきた。また、0.1歳児の連絡帳の内容については、コドモンアプリを使って配信して

きた。どちらも写真つきでお伝えできるため、子どもたちの様子がわかりやすいと保護者

の方からも好評をいただいた。 

・ICT（コドモンアプリ）を活用し、これまでの登降園管理の他、各種お便りの配信、欠

席やバス連絡の電子化を行った。各種お便りの配信は、保護者の方にとって管理がしやす

く好評いただいているが、アプリ内の見やすさは改善の余地があるため、今後工夫してい

きたい。また、アンケート機能を活用し、行事の内容や緊急事態宣言下での出欠などにつ

いて、保護者の方の意向を確認し、集計して園運営に活かしていくことができた。以上の

内容について、保護者の方も簡単に返答でき、かつ、職員の負担を減らすことができた。 

・先々の予定をなるべく早くお知らせすることができるよう、月の予定を1か月前倒しで

配信したり、配信する量やタイミングを工夫するなど改善できた部分があるが、今後も内

容が全保護者にわかりやすくなっているかなど、常に細かく考えていく必要がある。 

・コロナウィルスの対応について、緊急、または随時経過報告が必要な時に、一斉配信を

活用することができた。すぐにはアプリを確認できない方にも、既読確認をして電話連絡

A´ 
（A-3、

B-2） 

・コドモンアプリを活用するなど ICT

による情報発信が増え、迅速な情報の共

有が図られることとなり、大きな成果を

挙げられたと評価できる。今後のさらな

る活用を期待するのと同時に、ICTに違

和感を感じられるご家庭への細やかな

ケアにもご留意されながら、歩みをすす

めていっていただきたい。 

・迅速な情報提供に努められると共に保

護者の皆様との連携を大切にされてい

る。 

・とても良い。 

・ブログの見方はわからない人や気づい

ていない方がいそうですが、先生の負担

が少なくなり良かった。 

・全体的に良く活用できているが、アン



 

 

 

 

「電話や対面でのコミュニケ

ーション強化」 

 

 

をするなど対応することはできたが、いかに迅速に行うかについては改善の余地があるた

め、次年度に活かしていきたい。コロナウィルス対応について国や道の対応に応じで何度

も様々なお願いをしなければならなかったが、迅速に配信する内容、定期的に何度も配信

する内容を整理してきたことで、大きな混乱なくご協力いただくことができた。 

・電子化に伴い、保育の見える化を図ってきたが、その分電話やお迎え時の何気ない会話

の中で子どもの育ちについて伝え合う「連携」の機会がなくならないように気を付けてき

た。保護者の方にも、お迎え時にたくさんの先生が声をかけてくれると安心の声を多くい

ただいた。しかし、コロナ禍のために速やかな降園をお願いしている状況で、十分に話す

時間がもてなかったり、クラスによって電話の回数に差があったりしたため、次年度でき

る限り改善していきたい。 

ケートは簡単に答えることができる分、

軽い回答になってしまっている気がす

る。 

・ペーパーレス化も判るが、希望制にす

るなどして柔軟に対応してみてはどう

でしょう。 

・既読確認をしてくれていることに驚

き、安心した。 

・しばらく担任に会えていないと、少々

不安になるので、バスに月1回でも添乗

してもらえたらと思う。 

・お迎え時に園の様子など声をかけて教

えてくださりとても心が温まりました。 

安全管理・危機管理の視

点での環境整備の継続 

「コロナ禍での危機管理・感

染予防」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナに対する感染予防として、日々の消毒や換気・職員の体調管理、密を回避した保

育について継続して行ってきた。また、保護者の方に「コロナの影響による園への連絡や

お休みが必要な場合」のお願いを何度もさせていただき、1年を通して定着させることが

できた。保育内容や行事の実施に関しても、国や道の動き、感染状況に合わせてその都度

職員間で話し合い、健康と命を守ることを最優先としながらも、乳幼児期に重要な「体験

を通した学び」の場を確保できるよう、子どもたちのために可能な範囲で形を変え、実施

してきた。保護者の方には以前のように子どもたちの様子を目にする機会が少なくなり、

残念な思いをさせてしまったが、この状況で出来る限り実施してきたことに好評のお声を

多くいただいた。 

・危機管理としては、コロナ陽性者発生時のマニュアルを作成し、全職員が迅速に役割分

断をしながら行動できるようにし、それを生かすことができた。年度途中からは、保健所

が濃厚接触者の特定を行わないことになったため、園で「感染の可能性がある方」の特定

（市の示す判断基準に基づいたもの）がスムーズに進むよう、3歳以上時のマスク着用を

A 
（A-5） 

・十分に対応している。 

・感染のリスクが高いと思われる状況の

中で、常に最善の判断を心掛けて行動に

当たられ、今後の対応方針などもスムー

ズに共有されるなど、危機管理への高い

意識の共有が図られ、大きな成果を挙げ

られていると評価できる。 

・コロナウイルス感染症への対応を行い

ながら子どもたちの活動を保障してい

くこととの両立に苦慮されながらも工

夫して実施されている。 

・今年度もコロナに振り回されたが、大

きな感染につながる事なく乗り切れた

ことに感謝します。これからも感染予防

対策の徹底を行い、安心安全な園にして



 

 

「職員の危機管理意識と子ど

もたちの危機管理能力」 

 

 

 

 

「環境整備の継続」 

 

こまめにお願いしてその有無を記録にとったり、食事時の座席を記録にとったりするなど

して、特定や休園の判断をできる限り迅速に行うことができた。 

・安全な環境を整え援助を行うという職員の危機管理意識については、ヒヤリハットを頻

繁に報告し、気になったことを職員間でその都度話し合って改善するなどして基本的に大

事にしてきた。一方で、子どもの行動を制限するあまりに、のびのびと身体を動かすこと

や子どもたち自身の危機管理能力が発揮される場を失うことがないよう、どちらも大事に

しながら援助を行うように職員の意識を改善してきたところ、それぞれの保育教諭が悩み

ながらも、どちらも重要視して環境の設定や丁寧な声掛けを行うようになった。 

・今年度は、ガラス飛散防止シートを購入し、防災用品の備えを増やした。また、各クラ

スに設置しているコロナ感染防止対策のためのパーテーションに加え、移動式のパーテー

ションを作成し、別の場所でも対応できるようにした。次年度以降も、感染対策や災害に

対応するための備品や環境整備について、継続して対策を講じていく。 

いってください。 

・食事時の座席の記録も行っていただき

ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

・移動式のパーテーション作成したこと

が素晴らしい。 

職員間同士の協力、連携

の強化 

「勤務体形に関わらず全職員

で作る協力体制」 

 

 

 

 

 

「定期的な会議の開催と持ち

方の工夫」 

 

 

「職員間での主体的な話し合

いによる子ども理解の連携」 

 

 

 

・コロナ感染防止対策のため、積極的に乳幼児の職員が行き来をすることはできなかった

が、同じくコロナの影響（お子さんの学校の学級閉鎖等）で欠勤の職員が続いたこともあ

り、乳幼児関わらず互いに人手不足を埋めることについては臨機応変に対応することがで

きた。また、正職・嘱託・パートの勤務体系による仕事内容の制限をせず、負担が偏りす

ぎないように工夫したことで、職員の協力体制への意識に変化が見られた。次年度以降、

学年や経験年数などにおいても負担が偏ることのないよう、互いにコミュニケーションを

とって全職員で積極的に助け合う風土作りを進めていきたい。 

・日々様々な会議が行われるが、参加する人数や内容、目的を整理して実施しなければ、

職員の勤務時間に影響することを考慮し、全員で確認すべきことや担当と管理職のみで協

議すべきことなどを分けて考え、担任の時間的負担が少なくなるよう工夫して実施するこ

とができ、効果的だった。 

・前年度の反省を生かして職員会議を月一回のペースで行い、園としての考え方や子ども

の様子を共有したり、疑問や協議事項等を話し合うことができた。毎回ではないが、参加

者全員が自分で考え発信できる機会をもつこともできた。しかしまだ十分ではないため、

A 
（A-4, 

B-1） 

・コロナ禍や大雪など、例年と異なる難

しい状況が多々ある中で、職員の方々に

協力体制を築く意識が生まれ、負担の偏

りを防ぐような取り組みがなされたこ

とは素晴らしく、大きな一歩を踏み出さ

れたものとして高買う評価できる。職員

の方が、主体的に話し合いを行いなが

ら、自由に発言できる雰囲気が醸成され

れば、さらにより良い環境が作られ、園

児への向き合い方にもポジティブな影

響が生まれると期待しています。 

・十分な計画性や連携がとれている。一

人ひとりの負担が増えないように引き

続き協力体制をとってほしい。 

・幼稚園と保育園の先生たちがコミュニ

ケ―ションしているところをみるとと



次年度以降はより主体的な話し合いができるよう場や内容の設定において工夫が必要で

ある。 

・認定こども園となってから、2号認定園児に対する職員間の連携が課題となる年が多か

ったが、今年度は午後の担当職員が子どもたちの様子の情報交換をこまめに行う時間を作

り、それを午前の担当職員と話し、育ちや情報を共有しようという意識が多く見られた。 

ても安心します。 

・園の職員が育ちや情報を共有し、全職

員で一体となって子どもの成長に携わ

るための工夫がなされている。 

・給食注文を1か月ごとか1年間と決め

たのはとても良かった。職員と保護者の

混乱防止） 

・昨今叫ばれている、ワーク・ライフ・

バランスを考えながら職員の運用をし

なくてはならなくなっている中、保育業

務に連絡連携ミスの起きない体制作り

を期待したい。また、情報の共有化をし

っかり行い、職員・園・保護者・園児と

密接につながっていくように願いたい。 

 

４ 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

自 己 評 価 
関係者評価 

評価 評価委員の意見等 

・今年度もコロナウィルスへの対応を余儀なくされた一年だった。加えて、大雪の影響でバスを運休せざるを得ないなど、

通常の保育が困難な日も多くあり、保護者の方々にはたくさんのご理解とご協力をいただいてきた。コロナウィルスの感

染予防対策で安全を確保する必要性と、子どもたちが様々な体験を通して学ぶ遊びと生活の場を確保することのどちらも

重要視して園運営を行ってきたため、感染状況や医学的な考え、国や道の対応が変わるたびに、その都度悩みながらも最

善の対応を考えてきた。例年通りではないからこそ、今年度実施した行事や対応等ではより良いものにするための反省点

があるが、今年度の経験を必ず次年度に活かしていきたい。陽性者が発生する事態も起きたが、日頃の基本的な感染予防

対策を徹底していたこともあり、集団感染となる事態は防ぐことができたため、今後も、長期的にコロナウィルス感染予

防対策を継続していく。また、その対応の考え方は今後変化していくと予想されるため、世の中の動きを迅速に把握し、

園の主役である子どもたちのことを第一に考え、都度、最善の方法を考えていきたい。 

・令和元年度から学園として始めたICTシステムをより活用し、これまでの課題の背景にあった業務内容の圧迫を改善し、

A 
（A-5） 

・課題に対する認識と今後に向けた方針

が適切なものと考えられ、園がより良く

運営されることが期待できると感じら

れる。 

・コロナ対策で追われる中でも園の環境

を生かし保育活動を続けてくれた点、大

雪時のバス運休の決断、迅速な連絡、ど

れも素晴らしい対応だった。 

・今年度もコロナウイルスへの対応や感

染防止対策など大変だったかと思いま



かつ子どもたちの様子を保護者にわかりやすく伝えたり、保護者の負担も減らせるような方法を考え、様々なことを実施

してきた。その結果、職員の負担軽減につながったという声が多くあり、業務内容に余裕ができた分、職員間での積極的

な連携に対する意識の変化も見られた。保護者との連絡の仕方にも変化があり、便利でわかりやすく記録に残る確実性が

増えた分、コロナ禍での対話の難しさ等、課題も残るが、新たな方法に保護者の方からの理解を得て進んできた大きな一

歩であったため、今後連携を深めるための具体的な改善点や検討事項につなげていきたい。 

・コロナ禍で家庭保育をお願いする期間や通常の保育が困難な時期があった中でも、自然豊かな森を活用し戸外遊びを中

心としてきたこと、できる限り食育活動も実施してきたこと、冬の戸外の環境構成についての園内研究を行ったことなど

を通して、子どもたちの貴重な遊びと生活の場を確保しできる限りこれまで同様の体験ができるよう工夫することが出来

た。その中で、“子ども主体”を意識し深めるきっかけも多くあったため、そのことについて、保育教諭同士で考えを伝え

合いやすい職場環境作りを今後も心がけていきたい。 

す。感染者が出た時の迅速な対応、かつ

丁寧な対応でとても素晴らしいなと思

いました。 

・コロナ禍で出来るだけの範囲でイベン

トを実施してきたところは評価できる。 

・自然を生かした保育は園の方針である

ことから、今後も更なる進化をしていっ

てほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取組み方法 
関係者評価 

評価 評価委員の意見等 

「育ちに合わせた環境構成の

工夫」 

 

 

 

「子どもの主体の保育の共

有」 

 

 

 

「乳幼児の交流や理解」 

 

 

 

「えほんのおうちの活用」 

 

・これまで計画的に購入してきた玩具を適切な時期に環境として用意することができるよ

う、子どもの育ちをしっかりと見極める必要があり、そのために職員間で気づきを共有す

る話し合いや伝え合いの時間や関係性を大事にする。乳児保育室について、少しずつ環境

を整えてきたところではあるが、一人ひとりがより安心して生活できる空間づくりや遊び

こめる環境づくりの工夫を続けていく。 

・今年度のように、フリーデーを通して戸外遊びの時間を十分に確保しながら、その中で

発揮される子どもたちの姿を通して子ども主体の保育や「自然から学ぶ」という建学の精

神を全職員が共有できるよう、具体的なエピソードの共有や環境構成の工夫について意見

を出し合い、子どもの姿を受けて新たな方法で試すことの繰り返しが日常的にできるよう

になることを目指していく。 

・次年度も、コロナ禍のために乳幼児交流の制限が予想されるが、互いのリーダー職員同

士で子どもの様子を伝え合う機会を設けるなど、職員間で子どもの様子を把握し理解を進

めることで、子どもたちが活動の見学などを通して様々な気持ち（憧れの気持ちや思いや

りの気持ち）をもてるよう考慮する。 

・今年度増設された「えほんのおうち」について、より子どもたちのためになる活用方法

や環境構成を考え、子どもたちにとってさらに「絵本」が身近になるよう工夫していく。 

A 
（A-4、 

B-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・とても手厚く保育していただいてい

ました。 

・子どもの育ちには個人差がある中で、

それに合わせた保育ができ、職員間で

も情報共有ができていると感じます。 

・季節に合わせて、大雑把なテーマが

あっても良いと思う。 

 

 

 

・交流が難しくてもお互い存在を意識

できると良いと思う。 

 

 

・特別な空間のイメージがあるので、

素敵な活用をしてほしい。 



「保護者理解の視点に立った

情報提供」 

 

 

 

 

 

 

「保護者との積極的で丁寧な

連携」 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ICT システムやホームページを活用した様々な情報提供が定着した中で、配信した後の

保護者の見やすさを考えた提供（データの保存先の統一化など）や、何度も訂正すること

が無いよう十分な確認をすること、子どもの写真の画質についての改善、全学年の保護者

にわかりやすくなっているかの視点での見直し等、今年度の保護者アンケートでいただい

たご意見を参考に、より保護者の視点に立った情報提供ができるよう努めていく。また、

家庭保育のお願いをしている時期のブログ配信内容については、ご協力いただいているご

家庭に配慮した内容としたが、今後も時期に合わせて慎重に内容を検討しながら進めてい

く。 

・お知らせの一斉配信を活用することで、緊急時（コロナ陽性者発生や大雪でのバス運休

についてなど）に迅速に情報提供やお願いの連絡をすることができた。一方で、時間によ

っては仕事中でお知らせを確認できない方もいるため、既読確認をして電話でお知らせし 

たが、その流れがもっとスムーズに進むような仕組みを事前に確立し、丁寧に漏れなく伝

わるよう配慮する。また、ICT 化によって「連絡」はスムーズになったものの、保護者の

思いに丁寧に耳を傾ける「連携」が不十分にならないよう、コロナ禍でも日常的に保護者

が相談しやすい雰囲気を作り、連絡事項や表面的なことだけではなく、日常の子どもの成

長について丁寧に保護者と語り合えるよう、職員全員が意識して関わっていく。そうして、

保護者と園が相互に理解し合える機会の確保を大切にし、連携強化や迅速な対応に努めて

いく。 

A´ 
（A-3、 

AB-1、 

B-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大雪のバス停、時刻の変更がメール

によりわかりやすく知ることが出来

た。 

・ICT化も今の社会には合っていると思

うが、少数意見も大事にするべきであ

る。 

 

 

 

 

・バス添乗の先生には、バス内での様

子などを伝えてくれます。「寝ていた」

「笑ってた」の一言でも嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 



「コロナ禍での安全管理・危

機管理の継続」 

 

 

 

「安全管理・危機管理の視点

での環境整備の継続」 

 

「安全を意識することと、子

どもたちの主体的な遊びを広

げていくことのバランス」 

 

・これまで行ってきて効果的だった基本的な感染予防対策をしっかりと継続していきなが

ら、日々変化する医学的視点や国や道の考え方を踏まえて、今後も柔軟に対応していく。

保護者の方に協力していただくことも多くあるが、子どもたちの健康と命を守ることを最

優先に考えることと、遊びと生活の場を確保することのどちらも重要視していることを理

解していただきながら対応にあたっていきたい。 

・特に森の中は、自然物で作られた遊具ばかりであるため、毎年修繕が必要になる。次年

度以降も事故は起こる前の改善を継続していくため、毎日の「ヒヤリハット」を共有する

時間の中で気づいた点を挙げられるよう、日頃から安全管理・危機管理意識を高める努力

を続けていく。 

・安全面を気にするあまり、遊び場や遊び方が限定されてしまう場面について、今年度様々

な気づきがあったため、次年度以降も安全を意識することと子どもたちが主体的にのびの

びと遊びを広げていくことのバランスについて、職員が意見を出し合い、柔軟に考えを擦

り合わせていけるような場の確保をしていく。 

A 
（A-5） 

 

 

 

 

 

・常に危険予測を行い、安全・安心な

取組を行ってほしい。 

 

 

 

 

・先生方だけではなく、子供たちにも

危険行為の指導を引き続きしてほし

い。 

 

 

 

「研修内容について」 

 

 

 

 

 

「参加者を絞り、目的を明確

にした会議の開催」 

 

 

 

 

「職員間での連携と助け合

い」 

 

・これまで学園内で様々な研修を行ってきたが、人材育成や理念の共有のため、その種類

や内容、回数などを見直し、より目的を明確にした研修内容を計画的に行っていく。また、

これまでも学園内や外部の研修への積極的な参加はできていたものの、学んで終わってし

まうことが多く、それを個人の成果としたり、周りに伝えていくことが少なかった。成果

を自己他者共に言葉で表せられるような仕組みや配慮、それを共有できるような場作りを

工夫して実践していく。 

・今年度は、全正職員による定期的な職員会議を設けたが、業務の忙しい時期になると、

疑問点の共有や細やかな話し合いよりも連絡事項が主になることもあった。行事に向けて

の会議等では、参加者を絞って行ったことが時間的の短縮や意見の出しやすさとして効果

的だったことを踏まえ、次年度はリーダー会議や複数担任のクラス会議など、小さな集団

での話し合いの場を設け、毎回目的を明確にすることで、理念の共有をしながら互いの意

見を理解し合える場作りをしていく。 

・昨年度に引き続きコロナの影響で乳幼児の職員が積極的に行き来をする機会が減り、お

互いの業務や子どもたちの把握には至らなかったため、次年度はその点を考慮した職員の

配置とし、お互いの業務を助け合い、どのクラスの子どもたちのことも全職員で見るとい

A 
(A-5) 

 

 

 

 

・十分に子どもたちを楽しませてくれ

ています。保護者に対しても、みなさ

ん誠実で丁寧に対応してくれていま

す。 

・研修については回数よりも内容の濃

さであり、学んだことをいかに実践で

きるかが問われるところである。 

 

・小さな集団での話し合いもとてもい

いと思います。新しい先生たちが意見

を出しやすいかと思います。 

・全職員が子ども全員を見れる体制は

望ましいが、業務過多にも注意して進

めてほしい。 

 



 う意識を大事にしていく。 

今年度、職務形態に関わらず、全職員が責任をもって子どもを保育するという意識改革

が進められたため、次年度も職務形態によって業務内容を限定せずに、協力し合える体制

作りを進めていく。また、今年度少しずつ学年の枠を超えて互いに助け合う場面が増えて

きたことをきっかけに、次年度も、経験年数や学年によって業務負担感が偏らないように

サポート体制をしっかりと作ると共に、行事や園運営に関わる様々な業務を担当学年や担

当職員のみではなく全職員で効率よく進めていくために、日頃から助け合える風土づくり

を進めていく。そうして互いに学び合い刺激を受けることで、職員の働きやすさにつなが

り、それが子どもたちのより良い成長につながっていくと考える。 

 

 


